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病いの災因論から健康の福因論ヘ

ースピリチュアリティからみる民俗的健康観一
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theconceptofhealthcomesintoalocalsociety,ｔｈｅｒｅｍｕｓｔｈａｖｅｂｅｅｎｓｙｎｏｎｙｍｓ
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theyaccept,ａｎｄｄｅｓｃｒｉｂｅｈｏｗｔｈｅｙｕｓｅｉｔｆｏｒｓｐｉｒitualhealth．

１．はじめに

本研究の目的は医療人類学の分野で，災因論に比べて取り上げられることが少ない福因論に注目し

て，民俗的健康観の一局面をスピリチュアリティの視点から考察することにある。災因論とは「病気や

不幸に際して，それを説明する文化システムであり，祖先の崇りや隣人のウィッチクラフトによるとい

う『解釈』や「説明」が試みられるもの｣，福因論とは「特定の個人だけがなぜ社会や経済の変動の中で

成功して裕福になったのか，なぜ幸福がもたらされるかを考えるもの」としておく。福因論もウィッチ

クラフトによるという「解釈」が多い。

災因論に関する研究は，医療人類学の主要な研究テーマであり，多くの研究・報告がなされてきた。

主な主張としては，熱い食物と冷たい食物のバランスが崩れると病気になる【Kleinman,1980:７，１１１；

波平，1994;吉田，1983;池田，2001:２４５等】，神々 や霊が原因となる【Kleinman,1980:106;吉田，

1983;長島，ｌ９８３等】，邪術あるいは黒呪術(blackmagic)の影響を受ける【吉田，1983;長島，ｌ９８３

等】，双子の異常性による【長島，1983】，食物摂取の不均衡に基づく【池田，2001:245】，異常行動に
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よる【池田，2001:245】，魂の喪失が原因である【Kleinman,1980:243】等があげられるであろう。

しかし．社会や文化によって異なる災いの原因とその結果を単純に紹介する災因論に関しては批判も

なされている。例えば渡辺公三は「病いの原因を語るよりも病いとは語りうるものとされることによっ

て初めてわれわれの経験の内部に統合されうるものとなる」【渡辺公三，1983】とし，災因を事細かに調

べるよりも，病いがいかに語られるかということを研究対象とすべきであると指摘する。また，池田光

穂は「病因論の概念のシステムを検討しても，個々のケースにおける病人とその家族のリアリティは見

えてこない」【池田2001:112】としている。つまり，現在の人類学者の多くは，単純な民俗的因果関

係のシステムを紹介することに向かう災因論よりも，病人の語りの細部や治療過程，またそこから立ち

現れる病いの意味の研究に向かう災因論を重要と考えているようである。確かに社会や文化によって異

なる幾多の災因の網羅を目指し，フィールドで見聞した「新種の」災因を紹介することには意味がある

としてもそれだけにとどまってはならないであろう。

本研究は病いや災いを研究対象とするだけでなく，健康を積極的に取り上げることによって新たな視

点を提出することを目指す。そもそも生物医学的な意味での「健康」とは，デカルト的心身二元論に基

礎を置き，機械論的身体観にもとづくため「病いのない状態」と考えられている。つまり，身体に異常

がない状態であり，どこかに異常があればその場所を治療すればよいということになる。ゆえに生物医

学では身体の部位の治療に重点が置かれることになっていく。精神と身体を切り離し身体の異常のみに

注目する生物医学は確かに大きな発展を遂げたが，身体の異常のみを病いとみて病人を見ないという状

況に陥ってしまう【山口，1990】。また，近代化の過程で生物医学はそれ以外の医療活動・医療知識を

｢野蛮」「未開」なものとして排除しつづけてきた【Porter,1987】・

現代社会では身体のみに特化した健康観は再検討が求められているといえる。健康についての定義と

して影響が大きいのは１９４６年に世界保健機構(WHO)が採択した世界保健憲章の定義で「肉体的・精

神的・社会的に良好な状態をいい，ただ単に病気や虚弱がないということではない」とされている。さ

らに’998年１月の第１O１回執行理事会以来この定義に「ダイナミック」と「スピリチュアル」の語を

入れようという議論が起きている【葛西，2003】◎一方，このような健康観の拡大に対しては，社会学や

人類学からは概念が拡大しただけであり，ユートピア的な健康の追求によって，結果としては皮肉にも

健康が手に入らないものとなってしまっているという批判がなされている【Dubos,1959；野村，

2000】。しかし，人類学の観点から考えると，健康を「病いがない」と一律に考えないで，健康の社会文

化的に異なる多元的多声的側面に注目すべきであろう。実際にたとえＷＨＯ定義にスピリチュアルの語

が入れられたとしても，現実社会に暮らす生活者のリアリティを無視して世界中に一律にその概念を押

し広げるようなことをするのであれば，それは「上から」の一方的な押し付けであって生活者のリアリ

ティに即した概念として定着することにはならないであろう。

そこで本研究は台湾のキリスト教を取り上げて健康の原因としての福因論を探っていくことで，生活

者のリアリティに接近した健康観の一局面を提示したい。また健康とは静態的に「病いがない状態」と

とらえるのではな.<，社会的に構築される動態としてとらえるべきと考える。この視点は宗教研究が現

代的状況をとらえるために従来の教義・教団・信者という宗教の定義にとらわれない個人の心的，スピ

リチュアルな側面へ視線を向け始めている傾向性【大谷，2004】に影響を受けている。

以上の問題意識に照らして重要な視点が健康のスピリチュアルな側面である。事例として取り上げる

台湾のペンテコステ系キリスト教会である真耶麻教会では信者らの癒しの言説の中には様々なスピリ
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チュアルな健康観というべきものを見出すことができると考える。なお，スピリチュアリティの定義に

関して樫尾直樹は「自分の中や自分と他者との間で働いていると感じられる，自分を超えた何ものかと

つながっている感覚（の質)」【樫尾，2004:273】とし，窪寺俊之は「スピリチュアリティとは人生の危

機に直面して生きる拠り所が揺れ動き，あるいは見失われてしまったときその危機状況で生きる力や，

希望を見つけ出そうとして，自分の外の大きなものに新たな拠り所を求める機能のことであり，また，

危機の中で失われた生きる意味や目的を自己の内面に新たに見つけ出そうとする機能のことである」

【窪寺，2005:13】としている。そこで本研究では「危機的状況を契機としてその人が感じ取る自己を超

えた何者かにつながっていることで生じる感覚やその感覚が原因で生じたと考えられている現象」とし

ておく，つながるべき対象は自然でも，超自然でも，経験的にでも，感覚的にでもかまわない。とにか

く超越的に（なにか不思議な縁とでもいうようなものが介在して）何かとつながっているという感覚で

あって，対象や方法は限定しないでおく。

キリスト教における聖霊観念について概略しておく。聖霊とは父なる神，子なるキリストともに第三

の神位である。旧約時代にはアブラハム，ダビデ，預言者等の特定の個人が聖霊と接することができた

のだが，イエスの死と復活，昇天後のペンテコステ（五旬節）にまず弟子たちに聖霊が降り，それより

イエスを救い主と認めるものならば誰にでも聖霊が降りるようになった。聖霊が降った信者にはさまざ

まな奇蹟を行う力が与えられるとされ，本研究の関連で注目すべきは病いを癒す力があげられる。ここ

で指摘しておかなくてはならないのはキリスト教における聖霊観念は主に神と人とのつながりを念頭に

おいて設定された概念であって人間と人間のつながりという視点は希薄であるということである。

以上の理由からキリスト教におけるスピリチュアリティは聖霊や悪霊にみられる霊（スピリット）の

ことであるととらえず，分析概念として扱うこととする。スピリチュアリティとスピリットは重なる部

分は多いが分けて考える必要がある。実際に英文の聖書"NewAmericanStandardBible"では‘sprit’

は出てくるが‘spirituality'の語は登場しないのである。むしろ現代社会においてスピリチュアリティと

いう語が使われるときはキリスト教の伝統よりも１９６０年代後半から起きてきたニューエイジ運動の影

響が強い')。そこで本研究ではキリスト教的スピリットとニューエイジ的スピリチュアリティの相互作

用を考慮に入れながら考察することとする。

2．台湾のキリスト教研究と真耶鮮教会

1．台湾のキリスト教概要

本研究で事例として扱う台湾のキリスト教と真耶鮮教会の現状を簡単に紹介する。台湾のキリスト教

信者は２０００年末現在で天主教が178,325名，基督教2)が390,019名で合計が568,344名と道教の

806,872名に次ぎ，仏教の196,704名を上回り，寺廟教堂数も道教が7,415カ所，仏教が1,704カ所に

対して天主教が７０７カ所，基督教が2,254カ所で両者を合わせると2,961カ所となりキリスト教は道

教に次いで第二位の勢力を誇っている【台湾研究所，2001】・キリスト教内を概観すれば，戦前から宣教

してきた天主教(教会数774,会員数301,352名）や台湾基督長老教会（教会数1,218,会員数217,280

名)，中国・台湾にルーツを持つ召会（教会数７０２，会員数98,108名)，独立教会（教会数５９８，会員数

87,328名）が有力な教会であって，本研究で取り上げる真耶鮮教会はそれらにつづく勢力である【義工

等編，2004:6-9】3)。
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2．真耶鮮教会の歴史

真耶鮮教会は２０世紀初めにアメリカから発生したペンテコステ連動の影響下，北京で１９１７年に耶

麻真教会としてスタートした。当初は耶麻教会や更正耶赫教会，耶鮮新教会，耶詠真教会など様々な名

称を用いていたが，１９１７年に天津で行われる集会のための白旗に「耶麻真教会」を王被得が「真耶麻教

会」と書き損じてしまった。それを見た魂保羅は「これは主の聖意である【日本真耶鯨教会本部編、

1943:１０】」として，このときから「真耶鯨教会」という名称に確定した。

台湾へは１９２６年３月３日に真耶麻教会が伝えられ，その後４０日の伝道で３カ所の教会と３家族

lOO人の信者を獲得した。その後も順調に宣教したのだが戦争の波に巻き込まれて，宣教も制限され，

この時期はほとんど成長していない。戦後になって順調に宣教活動が進み，１９９５年の状況では教会数

224個所，信者数約45,496名，伝道者１１２名である。台湾の基督教信者が390,019名で，２０００年現在

登録されている教会が５５団体である【台湾研究所編集,2001】ので全体の１０分の1以上という信者を

獲得している4)。

3．言説分析

ここで紹介するのは筆者が採集した真耶麻教会における奇跡体験に関するインタビューの内容であ

る。真耶蘇教会の教義は聖書主義に則っているのだが5)，聖書に根拠が見出せれば俄かに信じがたいよ

うな出来事であっても神の力が現れた奇跡として現実社会でも実現すると考える。そのために奇跡の証

言が多くなされ，信者・未信者ともに大きな影響を与えている。本項では事例として数名の信者が語っ

た言説の内容を分析して彼らの健康の原因としての福因を分析する6)。

１．Ａ氏台南市女性

「2001年５月５日土曜日午後７時３０分頃，私は自転車に乗って教会の詩班に参加しようとしていま

した。しかし，家から２００メートルほどの十字路でオートバイに腰を蝶かれてしまい私とその相手の

方は田んぼに落ちてしまいました。そのときに強烈に嘆かれてしまったので，私は昏迷に陥ってしまい

ました。神に感謝します。その相手の方の怪我は大したことはなく，すぐに助けられました。しかし，

私の状況は相当危険で,両親が事情を知って急いで病院に駆けつけたとき，私の初歩検査の結果を見て、

医者は楽観できず，再検査の結果を見る必要があるといいました。

私の両親はすぐに教会の兄弟姉妹に代祷をお願いしました。観察期が過ぎて，医者は手術をしてもい

いかと両親に尋ねました。両親は手術の難度を質問しました。医者が言うには「手術をしても良くなる
一 一 一

とは限らない，しかし，手術をしないと良くなることはない｡」と言うことでした。そのような状況で，

私の両親は手術をしないで心をこめて神に頼ると決心しました。それから，七日間入院して，私は医者

に退院希望を出しました。しかし，私には激しい脳振動から耳が損傷していたので，必ず入院して検査

を受けなくてはなりませんでした。しかし，私は病院ではよく眠れず，脳振動の関係で‘情緒も不安定で，

身体は相当虚弱していました。そこで私は家に帰れるように強い希望を出したのです。

このような時，教会の兄弟姉妹は私のために断食をして祈ってくれました。私のために涙を流して

祈ってくださったのです。また，多くの先輩や私を愛してくださっている方々がお見舞いにきてくださ

いました。主イエスの愛によって快方に向かい.教会の兄弟姉妹の代祷のおかげでどんどん元気になり、

多くの人の助けによって健康を取り戻しました。

事故現場に戻ってみて，初めて当時の危険を実感しました。あともう少しでセメントでできた水溝に
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ぷつかっていたのです。もしかしたらこんなに幸運なことはなかったかもしれません。病院に送られて

いる途中で，神の守りによって，教会の兄弟姉妹の祈りによって，私は生きていることができました。

医者でさえも奇妙であると言っています。これはまさに神の奇跡です。病院に着いた当初はほとんど死

にかけの人間であって，このように虚弱で，生存確率はほとんどゼロでした。しかし、神のおかげで，

愛のおかげで，多くの方々の愛のおかげで，私は生かされました。すべてを神に感謝します。神は人類

生命の主宰で，もし神のおかげでないならば，私は今のように健康に暮らしてはいなかったでしょう｡」

以上は真耶麻教会に通う女子大生の言説であるが，バイクとの交通事故に巻き込まれることで生命の

危機を体験する。生物医学的には手術の必要があったにもかかわらず手術はせず，真耶麻教会に通いイ

エスに祈ることによって危機を回避した。その際，神の力や知人の祈りによって健康を回復したと考え

ている。実際彼女はとても「手術をしないと良くなることはない」と言われるほどの交通事故を体験し

たとは思えないほど元気に暮らしている。

２．Ｂ氏台東地区男性

母ぱらり亦芋の農涜.でぎしい生涯そしてい蒸した。学な６擬種ﾉててい茨した。ある臼の夕左ﾗE気かり悪く

なりそうな時,母と文､ば/〃で働いていました。その頃毒かi鳴っていて，すぐ･に/流汐蝉〃だ､しそうでした。

牛は歩くの"j遅いので母は父に牛を引いて先に帰らせ，自分は阜鞭〃を縫えてから帰ることにし茨し

た。父か籾をＩ００ｍばど難/zた時に，母のいるﾉ<HWhご雲かi溝ち諾した。その時母はおもわず/~ﾝ､レルナ電_／

と〃/〔,た､のです。その時母は３０ｃｍばと飛び韮がり，ｊ牡蛎Xご降りたとき何ともなく黍に祷り菱した。沈

の日畑に戻ると６棟の美かi､すべて燃ﾉてていました。しかし母は雪に〃たれ式／ニリ迄麦/の茨までした。雷

鉾訊'ところ仁潅ち茨すか；母にでばなく羊に溝ちました。信物ﾘ"jあれば．､イェズォj守るのでしょう。

弟はfZﾗ娠６カ月でZ生まれてし菱いました。医者ｮ物からないといいました。六日ﾉ昌騨Zを飲菱ないし，

生茨〃たときに泣くこともあり茨ざ/f,。乳を飲茨ないので,砂擢次を飲ませてい菱したか；壁き出しでし

茨ったり，了狩をしてしまったりで，すぐに出してしまい茨す。,息も弱かったのです。そしてついに母

溺も蕊'zから勝り栃になってし茨い茨した。そこで議会ゆで'２ｹのために祈りました。しかし，あ葵〃よ

〈ならなかったので，母ﾖ喋会で准諸たちと一瀞にイエスに／ﾗ員ヂノか助かるならば〃ケでほしい，しか

し，助からないならば天国にいれて下さい_／と折ったのです。その鮭含に弱は泣き出し茨した。それ茨

では/､/'さい,言でﾉｳ』すれるようなﾉ吉で泣いていたのですか：このときから大声でZnj得くようになりました。

母は生きる息zとｊみかあると感じ乳を与えたところ，鱗‘み出しました。その髪Ｚｌ３回りﾀつたところ顔色も

よくなり，食事もできるようになり，イェズルョt/筋IZ重いなく〃ヶでくれたのだ､と胸言し茨した。その弟は

今45歳でＪ男,３女に爵訪れ元気で/~ﾆﾂ厘安/か守られて↓咳す。その凌母の＃勃蛎も祈りで癒されまし

た。だから母は/~あなたはイエスに〃げら〃たのだから，イーエズに§Z産.ししなくてはならな↓)_／といつ

６弟に言い綴ヶでいます。

末の』謝j子鮮の境飼っていたひよこか死/‘でしまい茨した。その頃肉ｦ碕級品でたとえひよこで
－

も貴重で一家たとって/9t重ろう(ずなことでした。そのころ弟はイーエズの客によってﾉｳるならば死毒も生き,I亙

ると聖書た書いてあるのそ裁乏でもらったばかりで，兄弱全員を集めてひよこのために祈ったところ，

ひよこは生き入互〃ぎした。

ﾉ(/野/ごとって/平安ｙは一j鍵孔要なものです。/~平安ｙは縦から采ろのです。真の信'ﾘﾘ砂j､/平菱／の溝

です。一股のﾉ(か欲しがるのはﾉ(の手で傘ったるのです｡真の/~二転変/はた鏡する必要'１あるものです。

どの誠も／~:嘱安Z／といい茨ずL汐質の/~平安ｙば算の/#”ら渓ろのです。ノ(を没すような宗義の／平安ソ
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はおかしいでしょう。イザ．十善たばイエスのことを涜言して/7平受/の_五/と言っています。またイエ

ズカj底z宣しているときに多くの病ﾉ(を荷しました。殿らはイエスを信じたらすぐに后ってし菱いまし

た。私の一家の証はイエスによって/平i多E／になったということです。一家にはもともと／三頭菱／では

ありまぜ/f,でしたか；信じてから／三ﾂ厘菱／になりました。民鰯言〃を信じていた墳孤二だ『べて，イエスを

信じるようになって弓から生活汐浪〈なりました。というのはZ触誇ならば爾志ができるのです。不忽景で

ｮt薬P医者に金か汐』かり茨す。』訓啄鍵今に来〃』らそれ茨での/昌港ｽｮt解zf‘し，病気′括り，生活か涙Ｉ

〈なりました7)◎

語り手の家族に対して何度となく訪れる危機を真耶麻教会への信仰によって乗り越えてきたという証

言である。芋農家であった母親が落雷から身を守ったことや未熟児であった弟が母親と教会の祈りに

よって生命力を得ていく過程，末の弟が飼っていたひよこが祈りによって生き返ったことが述べられ

る。その結果，Ｂ氏は真耶鮮教会への信仰によって「平安」となったと結論づけている。

３．Ｃ氏男性

争年7詠方のあごの菱ろに緯'i尾つかりました。良姓のものであったのですﾝｳj；アブ<学病院にﾉ(院し，

１口から手術を行い茨した。また，背ﾉﾗｶ'のA与肪にも２ｶﾉﾜﾗ癖かi・できたのですか，ここは手細ｮｆＬまぜ/６，でし

た。局鋤禰幽をしたのでずLか線酔にj敏感なﾉｳt質で手/御7に心臓が駒と『してしまいました。この‘軸ｳﾘ鋤｣i、

〃ケでくれなかったら今42弓死/f,でしまったでしょう。この手術農，反jもf〃のあごたも葱かi・できてし菱い

ました。難しい手術で台)匠育zの医者では手/伽』i､できないということなので，台ｿZrの病院まで行きました。
－

このようなときにマルコによるﾉ唇音雪〃宣勿-2“ﾘﾗの適所を読み茨した。

／~よく瀞いておくかよい。だれでもこの,ｕ/に,動き出して,/嬢のゆにはいれと言い，その言ったこ

とは必フド成ると，必1に劣溌ﾌないで信じるなら，そのとおりに成るであろう。そこで，あなたがたに

言うがな/f,でも祈り茨zhうろことは，すでにかなえられたと信じ．なさい。そうすれば､そのとおり

になるであろう8)｡」

そして，蒜〃によって~７旨､し，手飾をしないことにしたのです。そしてその礎に白い鱒次諏/f,できて翼

であごの癖をなでる夢陵を尾ました。

イ雛弓きてみるとしこりはなくなり，柔らかくなっていました。医者の診断では「もう手術Xﾖf必要ない
＝＝＝

ので，返り院ごしてもよい_／ということでした。折るﾉ勅Iご諺/f/だ，このﾉfﾘﾘﾜﾃを完全に信じ､’一jZ焼いまぜ/f,で

した。強い信〃仏),によって救われたのだ．と,毎います。

それ４２峡このことをタイ・マレーシア・シンカ､ポール等)鯛ﾏ』声の各地で証しするようになりぎした。

ある時に証しそするためにタイに行きました。この鐸に/E7行したﾉ(力遁斑をしていたのですか；タイと

台湾Xぅf交〔屡雲祷汐鐸なり運転に潰れずXご雲t技差迄こしてし茨いました。しかし，私は嘉技のj緯湾に／~:ハ

ﾚﾙﾅL／と“/f′だ､のです。この時に″のポケッノ《に入れてあった腰鏡かi,こなどなになったか；そのお〃』

ケ．でﾉ４?tｮf無雲でした。しかし，私4Xﾀﾘ(のﾉ(ｮtﾌ<涯我をしていました。髪票功嫉て詩べ．でみると，私力j宝、

く産我をしていないのを衣思議仁思い，，念のためにﾉﾜｩﾙ傷汐』｝ないか病院に鐘狗でいきました。しかし，私

は/<ﾀ猿を信じ．ていたのでｱﾀ゙ 傷もないことをj蹴亨し，安迦>,していました。

その晩は環'勉の信音たちか妬配して-祈ってくだ．さい茨した。また夢にも診鷲'j環'z/和ｦ２７をなでていきま

した。この繭ぅt実施tﾌ砿であったのです。美擦に秘には全､〈i堅菱はなく，一つのﾉﾜﾀ出4f7も息つかりませ
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/〔/でした。

この言説は直接筆者に対して語ったものではなく見証会と言われる奇跡体験の証言を中心とする礼拝

中に話者が証言したものである。このように礼拝中に聴衆に向かって公然とドラマティックに語られる

証言は当然教会側の指導，校正等があるものと考えるべきであるがそれが聴衆に与える影響は非常に

大きく無視できないものである。証言をする男性は壇上で癌という病いを近代医学ではなく信仰心に

よって克服し，さらに交通事故という危機に対しても「ハレルヤ」と叫ぶことで無事であったというド

ラマティックな体験を熱っぽく証言する。途中聖書を引用して自らの体験の正当性を強調し結果的に鷲

の姿で夢に現れる天使として現れる神の力を解き明かす形となっている。実際に真耶鮮教会では多くの

病いが癒されるという証言がなされており，本人もしくは家族・知人に重大な病いがある場合にはこの

ような体験談が持つ影響は計り知れないものであろう。

４．分析

1．福因の言説

それでは前項の言説中に見出される福因を抜き出してみたいと思う。まず，Ａ氏であるが特徴的なも

のとして「神もしくはイエスの名｣，「祈り｣，「愛」がある。まず，「神もしくはイエスの名｣9)を抜き出

すと以下のようであろう。「心をこめて神に頼る｣，「主イエスの愛によって』快方に向かい｣，「神の守りに

よって｣，「神のおかげで｣，「もし神のおかげでないならば，私は今のように健康に暮らしてはいなかっ

たでしょう｣。「祈り」は「私の両親はすぐに教会の兄弟姉妹に代祷をお願いしました｣，「教会の兄弟姉

妹は私のために断食をして祈ってくれました｣，「私のために涙を流して祈ってくださったのです｣，「教

会の兄弟姉妹の祈りによって｣。「愛」は「多くの先輩や私を愛してくださっている方々が｣，「愛のおか

げで，多くの方々の愛のおかげで，私は生かされました｣。

Ｂ氏は「神もしくはイエスの名｣，「祈り｣，「ハレルヤと叫ぶ｣，「信仰」の順に紹介する。「神もしくは

イエスの名」は｢信仰があればイエスが守る｣,「イエスは間違いなく助けてくれた｣，「イエスの名によっ

て祈るならば｣，「イエスによって「平安」になった」となる。「祈り」は「教会中で彼のために祈りまし

た｣，「母は集会で信者たちと一緒にイエスに「息子が助かるならば助けてほしい，しかし，助からない

ならば天国に入れて下さい」と祈った｣，「その後２，３回祈ったところ｣，「母の精神病も祈りで癒されま

した｣，「イエスの名によって祈るならば｣，「兄弟全員を集めてひよこのために祈った」となる。「ハレル

ヤと叫ぶ」は「母はおもわず『ハレルヤ」と叫んだ」で，「信仰」は「信仰があればイエスが守る｣，「真

の信仰が「平安」の素」となる。

Ｃ氏は「神もしくはイエスの名｣，「祈り｣，「信仰｣，「『ハレルヤ』と叫ぶ」の順で紹介する。「神もしく

はイエスの名」は「神様が助けてくれなかったら｣，「その晩に白い鷲が飛んできて翼であごの癌をなで

る夢を見ました'０)｣，「夢にも鷲が現れ体中をなでていきました。この鷲は実は天使であったのです」で

ある。「祈り」は「祈りによって治し，手術をしない｣，「現地の信者たちが心配して祈ってくださいまし

た」で，「信仰」は，「祈る前に読んだこの個所を完全に信じ，一切疑いませんでした。強い信仰心によっ

て救われた｣，「『ハレルヤ』と叫ぶ」は「事故の瞬間に『ハレルヤ』と叫んだ」となる。

以上のように真耶麻教会における福因には「神もしくはイエスの名｣，「祈り｣，「信仰｣，「『ハレルヤ」

と叫ぶ｣，「愛」等の特徴があるようである。前三者は一般的に聖書の中に癒しの効果がると記されてい

る'')。しかし，「愛」と「『ハレルヤ」と叫ぶこと」に関しては一般的に癒しの効果があると書かれている
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箇所はない。それでも神を愛すことは信仰と同義

と解釈することも可能であろう。また「｢ハレル

ヤ』と叫ぶこと」には真耶麻教会の祈りの方式に

関係があると思われる。真耶鯨教会では祈りの際
ホン･ジ.Lｲふｽ･〆ｪﾝﾐﾝ･ダオガオ

に脆き，最初Iこ「奉主耶麻聖名祷告（主イエス

キリストの御名によって祈ります)」と言い，「Ⅱ合
しﾙヤザンメイ･ジｭｲｭｽ

ﾘ路亜」「賛美主耶麻（主イエスを賛美します)」

と繰り返す。そのうちに手が震えだし，舌がもつ

れて霊言という意味不明の言葉で祈り出す（写真

1)。この状況になると聖霊が信者に降っていると

考えられている。その言葉も一般的なキリスト教

会のように自分で祈りの言葉を考える必要はな

く，むしろそのような祈りは人間の思いがでてし

まうので，聖霊に導かれるままに意味不明の言葉
写真１祈祷

で祈ることが求められる。しかし，真耶麻教会に

行けば誰でもすぐにこの祈りができるわけではな

く聖霊を受けたもの，つまり主イエスとともにあるものだけにこの霊を用いた祈りが可能であるとされ

ている。つまり，この祈りには信仰と聖霊が必要であって，形だけの真似事では行うことができないと

いう。そしてこのような祈りには上述のように奇跡を行う力があると考えられているのである。先の条

件から考えれば真耶麻教会の祈りには「神もしくはイエスの名｣，「信仰」といった要素も組み込まれて

おり，最も複合的総合的実践的な福因であると言うことができよう。そのようなリアリティを持ってい

る信者らが不意をついて襲う危機の際にとっさに「ハレルヤ」と叫び，その後に危機が回避された際に

その実践に超自然的な力があるとみなされていることは自然なことであろう。

2．信者同士のつながりの中で

次に危機の回避に影響したのは誰であるのかということについて考察してみたい。まず言説中に登場

する人物を抜き出してみるとＡ氏には「私｣，「相手の方｣，「両親｣，「医者｣，「教会の兄弟姉妹｣，「多く

の先輩(人・方々)｣，「私を愛してくださっている方々｣,Ｂ氏には｢母｣，「父｣，「弟_|，「医者｣，「教会中｣，

｢信者たち｣，「末の弟｣，「兄弟全員｣，Ｃ氏には「同行した人｣，「私以外の人｣，「警察｣，「現地の信者」と

なるが,その中で｢私｣以外の上記の登場人物で危機の回避に影響した者はＡ氏の言説では｢両親｣，「教

会の兄弟姉妹｣，「多くの先輩（人。方々)｣，「私を愛してくださっている方々｣，Ｂ氏では「母｣，「弟｣，

｢教会中｣，「信者たち｣，「末の弟｣，「兄弟全員｣，Ｃ氏では「現地の信者」となり，関与していないものは

Ａ氏では「相手の方｣，「医者」Ｂ氏では「父｣，「医者」Ｃ氏には「同行した人｣，「私以外の人｣，「警察」

となるであろう。前者に含まれるＡ氏の「多くの先輩（人。方々)｣，「私を愛してくださっている方々」

とＢ氏の「父｣，Ｃ氏の「同行した人」という例外12)はあるが両者の間には明らかに真耶蘇教会の信者と

そうでない者という差異が見られる。たとえ生物医学的知識を持ち合わせているとみなされている医者

であろうと国家に由来する権力を持ち合わせている警察であろうと真耶鯨教会の信者でなければそこに

‘何ら危機の回避の能力がないとみなされているということであろう。また，Ａ氏の「医者でさえも奇妙

であると言っている」やＣ氏の「警察が来て調べてみると，私が全く!怪我をしていないのを不思議に恩
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い」などのように彼らの側の理解（臨床リアリティ）から大きく離れてもいる。

前節では福因として神への接続を取り上げたが神と人とのつながりという意味においてはこれまでの

聖霊観念と大差があるわけではない。しかし，本節で抜き出したとおり真耶鮮教会の福因の言説には明

らかに信者同士のつながりが見出される。彼らはこれまでの聖霊観念によって説明される神とのつなが

りだけではなく，信者同士のつながりをも重要視している。本教会の福因には単に聖霊の臨在による力

だけでは解決できない部分があるといえよう。例えば聖霊が本人とともにあるのであれば，子供や未信

者ならばまだしも自力で独力で祈るだけでもいいはずである。論理的には神の力は万能であるはずなの

で，その人が聖霊とともにあるのであれば一人で祈っても無限の力を発揮するはずである。しかし，彼

らは信者同士で祈りあい，そのことによって力を発揮すると考えていると言説からみて取れる。これは

明らかにスピリチュアリティとでも呼ばざるを得ないような信者同士のつながりの感覚であって，聖霊

の臨在という聖霊観念と信者同士のつながりというスピリチュアリティの両者が混在，混交しあった状

態こそが真耶麻教会における健康観に大きな影響を与えているのであろう。ここにおいて真耶麻教会に

おける福因のスピリチュアリティが現出しているのである。

3．民俗宗教的災因論からキリスト教的福因論へ

これまで福因に限定して分析を進めてきたが，上述の言説には災因を見出すことはできない。この原

因をこれまでの漢人社会の民俗宗教研究に照らして分析する。渡逼欣雄はアメリカの人類学者の分類に

基いて台湾の漢人社会の神観念を神，鬼，祖先に分け，神は求めに応じてプラスの力を与える存在，鬼

魂は把らないと人間にマイナスの力を加える存在，祖先はiiiBればプラスの，iliBらなければマイナスの力

を与えると認識されているとしている【渡豊欣雄，1991:26-31】。しかし，一般的にキリスト教では神

の力を強調し，鬼（悪霊）の力を認めないか神の前では無力に等しいと考えるために鬼の力が介在する

災因を語ることは少なく，むしろ全知全能なる神の力を語るということができ，真耶麻教会においては

福因のほうがより聞くことができると言えよう。つまり．漢人社会では有象無象の存在が官僚体制とし

て表れる神観念【三尾，1990】のもとにパンテオンに回収され，それらが人間世界に様々な影響を与え

るとされているが，そのような存在を全知全能なる神に一元化して回収し鬼の与えるマイナスの力より

も働きを強化し，鬼をそのような強力な神の対極に存在するものとして否定しているのである。その結

果，鬼の与えるマイナスの出来事は超自然的な説明体系から派離して，神の与える福因にその説明体系

を集中させているといえよう。

5．結 論

以上，健康の原因としての福因論を真耶麻教会の信者の言説を分析することで考察してきた。本研究

では聖霊（スピリット）とつながっていることだけではなく，信者同士がスピリチュアルにつながって

いるという感覚が，真耶麻教会の桐因に重要な要素であることを明らかになった。ここでは聖霊という

神にだけつながるのではなく，信者同士でつながりあっているという感覚が重要で，それは世界とつな

がり，その感覚が更に広がっていくということであろう。ただし，人なら誰でも良いというわけではな

い。つながるべきは信者同士，つまり，神とつながっている人との接続が求められている。ここに民俗

的な世界観でも，民衆的キリスト教的世界観でもない，その両者の結節点としての独特な真耶鮮教会で

の健康観とその福因論があったといえる。これまでの聖霊観念に由来するスピリットは聖書的神学的ス

ピリチュアリティとでも呼び現すべきであろうが，後者は社会的スピリチュアリティであるといえるだ
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注

現代社会におけるスピリチュアリティをめぐる状況を考える上でスピリチュアルデザイン研究所(所長樫尾

直樹）が主催するウェブサイト「スピリチュアルナビゲーターSpinavi」http://www,spinavi､net／（2005年

５月現在）が参考になる。

台湾ではカトリックを天主教，プロテスタント諸派を基督教と分類している。そこで本稿ではキリスト教と標

記した場合にはカトリックとプロテスタント両者を合わせたもの，基督教と標記した場合にはプロテスタント

を指すこととする。

ちなみにこの数字は前掲害台湾研究所編集『台湾総覧（2001年版)」と大きく異なっている。おそらく調査法

が異なったためと思われるが，前者は各教会の状況を報告するために，後者は台湾の宗教事情を報告するため

に用いた。

真耶鮮教会の歴史，教義，礼拝などに関しては藤野２００５年を参照。

真耶麻教会の教義は「新旧約聖書は，神の霊感によって書かれ,黙示された真理を証明する唯一の聖典であり，

信仰生活の基準であると信じる。（真イエス教会基本信仰信条)」に見られるように聖書主義に則っている。

言説中の下線は後述の分析の部分で利用する。一本線は４節分析のｌ「福因の言説」で，二本線は２の「信者

同士のつながりの中で」で抜き出す部分である。

本事例は藤野２００５年でも紹介したものであるが，本研究の目的にとって好例であるために再褐する。

本項で引用する聖書は日本の真耶鮮教会である真イエス教会が利用している口語訳を利用する。

一般にユダヤ教・キリスト教の神の名はヤーヴェと考えられているが,真耶鮮教会ではエホバは永遠不変自存

であることを示しているだけで，神の聖名ではないとされ，「神は主に「イエス」以外の名を賜はず，又主は

｢イエス」よりの名を弟子達に知らしめなかった。故にイエスが，御名をあらはしたとか，我に賜ひたる汝の御

名云々の御名は，エホバでなくイエスたる名を指してをることは少しも疑ふ余地なく，イエスは神の御名であ

ることは明らかである」とし，真の神の名はイエスであると考える【日本真耶鮮教会本部編，1943:６５】・

鷲はその後天使（神）であると判明するために神に分類することとする。

｢神もしくはイエスの名」については「信じる者には，このようなしるしが伴う。すなわち，彼らはわたしの名

で悪霊を追い出し，新しい言葉を語り，へびをつかむであろう。また，毒を飲んでも，決して害を受けない。

病人に手をおけば，いやされる｣。（マルコによる福音書１６章17-18節)｣，「ペテロが言った，「金銀はわたし

には無い。しかし，わたしにあるものをあげよう。ナザレ人イエス・キリストの名によって歩きなさい｣。こう

言って彼の右手を取って起してやると，足と，くるぶしとが，立ちどころに強くなって，踊りあがって立ち，

歩き出した。そして，歩き回ったり踊ったりして神をさんびしながら，彼らと共に宮にはいって行った。（使徒

行伝３章６－８節)」等。

「祈り」については「ペトロが皆を外に出し，ひざまずいて祈り，遺体に向かって，「タビタ，起きなさい」

と言うと，彼女は目を開き，ペトロを見て起き上がった（使徒行伝９章４０節)」等。

「信仰」については「さて，イエスがカペナウムに帰ってこられたとき，ある百卒長がみもとにきて訴えて

言った，「主よ，わたしの僕が中風でひどく苦しんで，家に寝ています｣。イエスは彼に，「わたしが行ってなお

してあげよう」と言われた。そこで百卒長は答えて言った，「主よ，わたしの屋根の下にあなたをお入れする資

格は，わたしにはございません。ただ，お言葉を下さい。そうすれば僕はなおります。わたしも権威の下にあ

る者ですが，わたしの下にも兵卒がいまして，ひとりの者に「行け』と言えば行き，ほかの者に『こい』と言

えばきますし，また，僕に「これをせよ」と言えば，してくれるのです｣。イエスはこれを聞いて非常に感心さ
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ろうｏこれまでのキリスト教研究では前者に重点が置かれていたが，このような人と人のつながりに着

目する社会的スピリチュアリティの考察を通じでより豊かな健康観を現代社会に提案できるのではない

だろうか。

また，文化人類学とくに医療人類学に関しては健康観の研究を深く進めていくことが重要であるとい

える。これまでの病い中心の研究では災因論を中心にすえざるをえないという限界があった。今後は健

康の研究によって福因論という新たな視点を切り開くと同時に，災因論と福因論の両者の交渉や相互作

用を考察することでより複雑で綿密な臨床リアリティが明らかになるであろう。
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病いの災因論から健康の福因論へ１０３

れ，ついてきた人々に言われた，「よく聞きなさい。イスラエル人の中にも，これほどの信仰を見たことがな

い。なお，あなたがたに言うが，多くの人が東から西からきて，天国で，アブラハム，イサク，ヤコブと共に

宴会の席につくが，この国の子らは外のやみに追い出され，そこで泣きⅡ'|､んだり，歯がみをしたりするであろ

う｣。それからイエスは百卒長に「行け，あなたの信じたとおりになるように」と言われた。すると，ちょうど

その時に，僕はいやされた。（マタイによる福音書８章５－１３節)｣，「すると，そこへ，その地方出のカナンの

女が出てきて，「主よ，ダビデの子よ，わたしをあわれんでください。娘が悪霊にとりつかれて苦しんでいま

す」と言って叫びつづけた。しかし，イエスはひと言もお符えにならなかった。そこで弟子たちがみもとにき

て願って言った，「この女を追い払ってください。叫びながらついてきていますから｣。するとイエスは答えて

言われた，「わたしは，イスラエルの家の失われた羊以外の者には，つかわされていない｣。しかし，女は近寄

りイエスを拝して言った，「主よ，わたしをお助けください｣。イエスは答えて言われた，「子供たちのパンを

取って小犬に投げてやるのは，よろしくない｣。すると女は言った，「主よ，お言葉どおりです。でも，小犬も

その主人の食卓から落ちるパンぐずは，いただきます｣。そこでイエスは答えて言われた，「女よ，あなたの信

仰は見あげたものである。あなたの願いどおりになるように｣。その時に，娘はいやされた。（マタイによる福

音書１５章22-28節)」等。

12）Ａ氏の「多くの先輩（人・方々)｣，「私を愛してくださっている方々」にはおそらく真耶麻教会の信者以外も含

まれるであろうし，とＢ氏の「父」は真耶鮮教会の信者であり，Ｃ氏の「同行した人」も信者であると思われ

る。
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